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アクチンフィラメントのプローブとして汎用されている mTalin1 と Lifeact の局在を交えて、各アクチ
ンアイソフォームの局在性を比較した。その結果、著者は、Lifeactはほとんど全ての AtACT7を含む繊
維状構造をラベルしたが、AtACT2を含む繊維状構造の大部分を認識しないことを発見した。一方、精
製した AtACT2 及び AtACT7 から形成した繊維状構造に Lifeact が作用するか、in vitro で調べたとこ
ろ、両アクチンアイソフォームにほぼ同様に Lifeact が結合したと著者は述べている。そのため、表皮
細胞で AtACT2の繊維状構造が Lifeact で認識されなかったのは、表皮細胞内では AtACT2に特異的に






               審   査   の   要   旨 
 
著者による本研究成果は、動物細胞などの実験系でも一部を除き曖昧であったアクチンアイソフォー
ムの細胞内分布を実験的に明確にした点で、極めて独創的で学術的価値が高い。さらに、著者が本研究
で確立した植物細胞内のアクチンアイソフォームを直接的にイメージングする技法は、今後、植物の分
子細胞生物学的研究分野で普及する可能性が高く、当該分野の研究の推進に重要な意義をもつ。また本
技法を応用することで、生化学的解析だけでは十分に理解が進まなかった変異型アクチンについて、そ
の細胞内挙動を野生型アクチンと比較解析するなど、新たな研究への道筋が開かれたことも注目に値す
る。
平成30年 1月30日、学位論文審査委員会において、審査委員全員出席のもとに論文の審査及び最終試
験を行い、本論文について著者に説明を求め、関連事項について質疑応答を行った。その結果、審査委
員全員によって合格と判定された。 
よって、著者は博士（理学）の学位を受けるのに十分な資格を有するものとして認める。 
 
 
